
.
  

     

           

 

世
界
の
争
乱
の
地
へ
と
足
を
運
び
、
歴
史
へ
の

深
い
洞
察
力
を
も
っ
て
、
個
人
の
自
由
や
尊
厳
を

テ
ー
マ
に
多
く
の
作
品
を
送
り
出
し
た
堀
田
善

衛
。
執
筆
の
場
も
東
京
、
上
海
、
逗
子
、
信
州
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
へ
と
変
転
し
ま
し
た
。
没
後
二

十
五
年
、
そ
の
足
跡
と
作
品
を
ふ
り
か
え
り
ま

す
。 

 

 

富
山
か
ら
金
沢 

 
 

作
家
・
堀
田
善
衛
は
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
結

し
た
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
、
富
山
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
生
家
は
江
戸
時
代
か
ら
続
く
廻
船
問
屋

で
、
幼
時
よ
り
父
の
船
で
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に

同
行
す
る
な
ど
、
国
際
的
感
覚
が
磨
か
れ
る
素
地

が
あ
り
ま
し
た
。
実
家
に
は
よ
く
俳
人
、
画
家
、

能
役
者
と
い
っ
た
人
た
ち
が
出
入
り
し
、
伝
統
芸

能
に
も
目
が
肥
え
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

近
代
化
の
波
に
取
り
残
さ
れ
る
よ
う
に
古
い
商
家

で
あ
る
家
業
は
傾
い
て
い
き
ま
す
。 

中
学
時
代
に
は
金
沢
の
親
戚
堀
田
楽
器
店
に
下

宿
し
、
ピ
ア
ノ
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
親
し
み
、

そ
の
後
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
宅
に
下
宿
し
た
際

に
は
英
語
を
叩
き
こ
ま
れ
、
こ
の
時
に
身
に
付

け
た
音
楽
と
英
語
は
彼
の
一
生
の
財
産
と
な
り

ま
し
た
。 

 東
京 

戦
争
へ
突
き
進
む
時
代 

一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
、
十
八
歳
、
入

試
の
た
め
上
京
し
た
堀
田
は
二
・
二
六
事
件
に

遭
遇
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
学
生
生
活
は
ま
さ

に
国
家
が
急
速
に
戦
争
へ
と
突
き
進
む
時
代
で

し
た
。
故
郷
の
富
山
で
伝
統
文
化
に
親
し
ん
だ

堀
田
は
、
伝
統
が
軽
ん
じ
ら
れ
思
想
・
風
俗
が

目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
東
京
に
失
望
と
無
常
観

を
感
じ
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
か

ら
仏
文
科
に
転
科
し
ま
す
。
仏
蘭
西
演
劇
研
究

会
で
は
、
芥
川
比
呂
志
、
白
井
浩
司
ら
の
学
友

と
知
り
合
い
、
詩
の
同
人
誌
「
荒
地
」
に
参
加

し
、
田
村
隆
一
、
加
藤
周
一
ら
と
出
会
い
ま

す
。
（
後
に
、
『
若
き
日
の
詩
人
た
ち
の
肖

像
』
で
こ
の
戦
争
へ
と
向
か
っ
て
い
く
混
沌
の

時
代
に
生
き
る
若
者
た
ち
を
小
説
と
し
て
描
い
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た
。
）
卒
業
後
は
「
批
評
」
の
同
人
と
な

り
、
小
林
秀
雄
、
吉
田
健
一
ら
を
知
り
、

詩
、
エ
ッ
セ
イ
、
評
論
な
ど
を
発
表
し
ま
し

た
。 

 東
京
か
ら
上
海 

 
 

東
京
大
空
襲
と
敗
戦 

一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
三
月
一
〇
日

堀
田
は
東
京
大
空
襲
を
体
験
し
ま
す
。
後
に

『
時
代
と
人
間
』
の
中
で
、
乱
世
と
は
い
わ

ゆ
る
中
世
時
代
の
こ
と
を
い
う
も
の
だ
が
、

現
代
も
非
常
な
乱
世
で
は
な
い
か
と
思
い
至

っ
た
き
っ
か
け
が
こ
の
町
の
大
半
を
焼
き
尽

く
し
十
万
人
以
上
が
な
く
な
っ
た
空
襲
の
体

験
だ
と
著
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
同
月
二
十

四
日
、
就
職
先
の
国
際
文
化
振
興
会
か
ら
中

国
に
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
画
策
し
、
大
陸
に

渡
り
ま
し
た
。 

終
戦
を
上
海
で
迎
え
た
堀
田
は
、
敗
戦
国

民
と
し
て
、
中
国
国
民
党
宣
伝
部
に
徴
用
さ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
中
国
共
産
党
と
国
民
党

と
の
内
戦
の
激
化
を
目
の
当
た
り
し
ま
す
。

こ
の
上
海
で
の
混
乱
と
惨
状
の
体
験
が
後
の

創
作
の
起
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
上
海
時

代
を
題
材
に
し
た
作
品
『
祖
国
喪
失
』
『
歯

車
』
『
漢
奸
』
『
歴
史
』
な
ど
） 

 

上
海
か
ら
引
揚 

逗
子
へ 

一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
、
堀
田
は

引
揚
船
で
ア
メ
リ
カ
占
領
下
の
日
本
に
帰
国

し
、
世
界
日
報
社
の
記
者
と
な
り
ま
す
。 

翌
年
九
月
、
世
界
日
報
社
解
散
の
た
め
退

社
し
逗
子
に
居
を
定
め
ま
す
。
逗
子
で
は
結

核
を
患
い
療
養
所
に
入
院
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
批
評
や
エ
ッ
セ
イ
、
詩
、
小

説
、
翻
訳
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
す
ま
い

は
、
逗
子
の
海
を
見
下
ろ
せ
る
高
台
に
あ
り

ま
し
た
。 

一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
、
前
年

発
表
し
た
小
説
『
広
場
の
孤
独
』
『
漢

奸
』
ほ
か
で
第
二
十
六
回
芥
川
賞
を
受
賞

し
、
一
躍
文
壇
の
寵
児
と
な
り
ま
す
。 

佐
藤
春
夫
は
選
評
で
、 

「『広
場
の
孤
独
』を
読
ん
で
、
今
ま
で
十
年
あ

ま
り
の
委
員
を
つ
づ
け
て
来
た
自
分
の
知
って
い
る

芥
川
賞
の
水
準
か
ら
推
し
て
も
他
に
こ
れ
だ
け

の
力
量
を
持
った
人
が
も
う
ひ
と
り
居
る
だ
ろ
う

と
は
思
わ
な
か
った
。
試
み
に
手
あ
た
り
次
第
に

他
の
四
五
篇
を
読
ん
で
見
た
。
堀
田
が
嶄
然
ぬ

き
ん
で
て
い
る
と
思
った
。
」 

と
激
賞
し
て
い
ま
す
。
（
『
芥
川
・
直
木
賞

名
鑑
』
） 

 

イ
ン
ド 

第
一
回
ア
ジ
ア
作
家
会
議 

一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
、
ニ
ュ
ー

デ
リ
ー
で
開
か
れ
た
第
一
回
ア
ジ
ア
作
家
会

議
に
、
語
学
の
才
能
を
買
わ
れ
日
本
で
唯
一

の
参
加
者
と
し
て
イ
ン
ド
に
行
き
ま
す
。
翌

年
『
イ
ン
ド
で
考
え
た
こ
と
』
を
刊
行
し
ま

し
た
。
多
様
な
文
化
宗
教
、
過
酷
な
自
然
と

貧
困
、
長
大
な
歴
史
を
か
か
え
る
イ
ン
ド
を

驚
き
を
も
っ
て
著
し
、
卓
越
し
た
ル
ポ
ル
タ



ー
ジ
ュ
で
あ
る
と
同
時
に
戦
後
日
本
へ
の
文

明
批
判
と
し
て
版
を
重
ね
、
現
在
も
イ
ン
ド

の
入
門
書
と
し
て
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

こ
れ
以
降
も
革
命
途
上
の
キ
ュ
ー
バ
、
独

立
と
大
国
の
干
渉
に
苦
し
む
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

な
ど
各
地
に
足
を
運
び
、
世
界
を
俯
瞰
す
る

よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
明
批
評
、
紀
行
を

刊
行
し
て
い
き
ま
す
。
（
『
上
海
に
て
』

『
キ
ュ
ー
バ
紀
行
』
『
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
』

『
小
国
の
運
命
・
大
国
の
運
命
』
） 

加
藤
周
一
は
『
小
さ
な
花
』
の
な
か

で
、
「
い
ず
れ
に
し
て
も
「開
い
た
精
神
」と
い
う

言
葉
で
私
が
い
い
た
い
彼
の
一
種
の
感
触
は
、
外

国
語
や
外
国
の
文
化
に
つ
い
て
の
知
識
と
は
関

係
が
な
く
、
も
っと
深
く
そ
の
人
の
世
界
に
対

す
る
態
度
の
根
本
に
係
る
も
の
に
ち
が
い
な

い
。
」 

と
、
日
本
に
留
ま
ら
ず
世
界
に
開
か
れ
た

彼
の
精
神
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。 

   

 
 

               
 

  

ス
ペ
イ
ン
へ 

一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
、
時
代
の

証
言
者
ゴ
ヤ
の
生
涯
を
描
い
た
『
ゴ
ヤ
』
を

完
成
さ
せ
た
堀
田
は
、
ス
ペ
イ
ン
各
地
へ
旅

行
し
ま
す
。
そ
し
て
以
後
一
九
八
六
（
昭
和

六
二
）
年
ま
で
、
妻
れ
い
と
ス
ペ
イ
ン
を
中

心
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
滞
在
し
な
が
ら
執

筆
活
動
を
続
け
ま
し
た
。 

 

  

『
方
丈
記
私
記
』
と
『
定
家
明
月
記
私

抄
』
『
ゴ
ヤ
』
は
、
彼
自
身
が
戦
時
中
に
背

負
い
込
ん
だ
テ
ー
マ
を
戦
後
に
な
っ
て
作
品

化
し
た
も
の
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。
（
『
め

ぐ
り
あ
い
し
人
び
と
』
）
そ
れ
ぞ
れ
、
乱
世

に
生
き
た
歴
史
の
記
録
者
鴨
長
明
、
『
明
月

記
』
で
宮
廷
文
化
の
爛
熟
と
衰
退
を
克
明
に

記
し
た
藤
原
定
家
、
戦
時
下
ナ
ポ
レ
オ
ン
の

側
に
立
つ
の
で
も
な
く
ス
ペ
イ
ン
の
ゲ
リ
ラ

の
側
に
立
つ
の
で
も
な
い
フ
ェ
ア
な
立
場
で

逗
子
の
家
と
本
が
焼
け
る 

 

イ
ン
ド
か
ら
の
帰
途
香
港
ま
で
戻
っ
て
き
た

時
、
逗
子
の
家
が
多
く
の
蔵
書
と
と
も
に
火
事

で
燃
え
落
ち
た
と
電
話
が
入
り
ま
し
た
。
こ
の

時
堀
田
は
、
預
か
り
も
の
の
多
く
の
貴
重
な
本

が
焼
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
が
っ
か
り
し
な
が
ら

も
「
イ
エ
グ
ラ
イ
ナ
ン
ボ
デ
モ
タ
ツ
」
と
家
人
を

元
気
づ
け
る
電
報
を
打
ち
ま
し
た
。
家
は
海
を

の
ぞ
む
丘
の
中
腹
に
あ
り
、
入
江
を
へ
だ
て
た
対

岸
に
住
ん
で
い
た
石
原
慎
太
郎
は
後
に
、
燃
え

る
火
が
海
に
映
え
て
実
に
美
し
く
、
あ
ん
な
美

し
い
火
事
は
見
た
こ
と
が
な
い
と
彼
に
語
っ
た
、

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。 

（『本
屋
の
み
つ
く
ろ
い
私
の
読
書
』） 



『
戦
争
の
惨
禍
』
を
描
い
た
芸
術
家
ゴ
ヤ
を

あ
ぶ
り
だ
し
て
い
ま
す
。 

「堀
田
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
い
て
心
地
よ
い
の

は
、
今
の
ソ
連
崩
壊
を
目
の
当
た
り
に
し
て
大
化

改
新
に
連
れ
て
い
って
く
れ
た
話
の
よ
う
に
、
歴

史
と
現
在
が
パ
ッ
と
つ
な
が
る
。
知
識
が
い
き
い
き

と
動
い
て
い
る
感
じ
が
手
に
取
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
か
ら
で
す
。
鴨
長
明
や
藤
原
定
家
も
、
ゴ
ヤ

や
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
も
、
堀
田
さ
ん
の
手
に
か
か
る

と
、
我
々
と
大
し
て
違
わ
な
い
現
代
人
で
す

ね
。
」
（
『
堀
田
善
衛
を
読
む 

世
界
を
知
り

抜
く
た
め
の
羅
針
盤
』
吉
岡
忍
） 

 

帰
国 

 

一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
か
ら
一
九
九

四
（
平
成
六
）
年
に
か
け
て
、
彼
は
フ
ラ

ン
ス
の
哲
学
者
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
の
生
涯
を

描
い
た
『
ミ
シ
ェ
ル 

城
館
の
人
』
三
部

作
を
刊
行
し
ま
し
た
。
そ
し
て
一
九
九
八

（
平
成
十
）
年
そ
の
生
涯
を
終
え
る
ま

で
、
新
た
な
争
乱
と
混
乱
の
時
代
に
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
文
明
批
評
を
発
表
し
続

け
ま
し
た
。
（
『
誰
も
不
思
議
に
思
わ
な

い
』
『
時
空
の
端
ッ
コ
』
『
未
来
か
ら
の

挨
拶
』
『
空
の
空
な
れ
ば
こ
そ
』
） 

 

「十
七
歳
か
ら
二
十
二
歳
ま
で
の
読
書
が
君

の
人
生
を
決
定
す
る
。
本
当
に
そ
う
な
の
だ
。

怖
い
こ
と
だ
と
思
わ
な
い
か
。
こ
の
世
は
君
一
人

の
も
の
で
は
な
い
の
だ
。
他
と
い
う
も
の
が
い
る
の

だ
。
そ
の
他
と
は
何
か
。
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る

か
を
、
教
え
か
つ
知
ら
せ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と

が
、
読
書
の
中
身
な
の
だ
。
思
慮
深
く
、
強
い
決

断
を
も
った
人
間
を
育
て
て
く
れ
る
、
最
良
の

手
段
が
読
書
と
い
う
も
の
な
の
だ
。
君
が
も
う

二
十
二
歳
を
越
え
て
い
て
も
、
遅
す
ぎ
る
と
い

う
こ
と
は
な
い
。
一
冊
の
書
物
を
手
に
せ
よ
。
出

発
は
そ
こ
か
ら
だ
。
」 

こ
れ
は
『
ミ
シ
ェ
ル 

城
館
の
人
』
の
書

店
販
促
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
た
め
の
彼
の
原

稿
で
す
。
読
書
に
つ
い
て
自
ら
の
経
験
に

照
ら
し
、
若
者
に
向
け
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
っ
て
い
ま
す
。
（
『
堀
田
善
衛
を
読

む
』
終
章 

堀
田
善
衛
二
〇
の
こ
と
ば
） 
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